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第５５回甲府中学・甲府一高東京同窓會

総会資料

1.東京同窓会式次第

2.平成25年度決算報告

3.平成25年度決算監査報告

4.平成26年度予算(案)について

5.東京同窓会会則変更の件

6.次期役員選出について

7.平成26年度東京同窓会役員名簿

　(平成26年度―紅会幹事名簿含む)

8.参考資料

＊

＊

参加者名簿と物故者名簿が同封されています。

当番幹事は法被を着ています｡何かお困りのことや

お尋ねになりたいことがありましたら､ご遠慮なく

お近くの当番幹事に声をおかけください。

日時:平成26年7月26（土）15:00～

場所:東京會舘本館9階ローズルーム
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平成26年度(第55回)甲府中学･甲府一高東京同窓会式次第

第一部総会（１５：○○～１５：４５）

　　１．開会の辞

　　２．ご来賓紹介

　　3.会長挨拶

　　4.議事

　　（1）審議事項

　　　　【1号議案】平成25年度決算報告

　　　　【2号議案】平成25年度決算監査報告

　　　　【3号議案】平成26年度予算（案）

　　　　【4号議案】東京同窓会会則変更の件

　　　　【5号議案】次期役員選出について

　　（２）報告事項

　　　　①東京同窓会基金の報告

　　　　②一紅会活動報告

　　（３）その他

芦

，

日時:平成26年7月26日(土)15:00開会

会場:東京會館本館

　　【総　会】　9階　ローズルーム

　　【懇親会】　9階　ローズルーム

司会:平成26年度(昭和51年卒)当番幹事

　　平成26年度(昭和51年卒)当番幹事長

　平成26年度(昭和51年卒)当番幹事

　　甲府中学･甲府―高東京同窓会会長

　　　　　　　　　　　　　　　議　長

平成25年度(昭和50年卒)当番幹事会計部会長

　　　甲府中学･甲府‐高東京同窓会監事

　　　　　平成26年度(昭和51年卒)当番幹事

　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長

甲府中学･甲府一高東京同窓会副会長

　　　　　　　　　　　―紅会会長

　　東京會舘建て替え工事に伴う開催場所の変更について

５．来賓ご挨拶

6.閉会

第二部懇親会（１６：○○～１８：○○）

　　１．開会の辞

　　2.会長挨拶

　　3.物故者に弔慰の黙祷

　　4.恩師･ご来賓紹介

　　5.乾杯の音頭

　　6.会食･歓談･イベント

　　　　甲府中学一一高今昔物語（ｽﾗｲﾄﾞｼｮｰ）

　　　　ｳﾙﾄﾗｸｲｽﾞ大会　　　　，

　　7.応援団校歌･応援歌斉唱

　　8.法被継承

　　9.中締め

　　10.閉会の辞

　　　　　　　　　　　　監事

　　　　　　　　甲府―高校長

甲府中学･甲府一高同窓会会長

司会:平成26年度(昭和51年卒)当番幹事

　　平成26年度(昭和51年卒)当番幹事長

　　甲府中学･甲府一高東京同窓会会長

甲府中学･甲府―高東京同窓会最高顧問

甲府中学･甲府‐高東京同窓会最高顧問

－１－

高橋久

保坂栄沿

海沼弘忠

井上幸彦

井上幸彦

横瀬‐寿

飯島善―郎

羽田忠生

山本秀彦

原　　護

清水　　昭

谷口百合子

　笠井莞爾

赤池亨様

金丸信吾様

保坂正紀

保坂栄治

井上幸彦

渡辺喜一

恩田　宗

以上

.f

,●



-

ｌ

○東京同窓会　会則の変更の件

　(事務局長の追加)
第三章

　　　　(役員の種類)

第一条　　この会に次の役員を置く。
一

-い

一
一

一心

四

五

会　　長

副会長

学年幹事

監　　事

役　　員

一　　名

五名以内

一

名
名

事務局　　　　　　一　　名

　　　　(任　務)

第二条　　会長はこの会を代表し、会務を統括する。

　　　２　副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。

　　　３　事務局長、学年幹事は、会務を処理する。

　　　４　監事は、会計を監査し、総会に報告する。

　　　　(選　出)

第三条　　会長は、総会において会員のうちから選出する。

　　　２　副会長、学年幹事、監事及び事務局長は、会員のうちから総会の議を経て、会長

　　　　　がこれを委嘱する。但し副会長、監事、事務局長の候補者は別に定める運用規程

　　　　　により選出する。

　　　３　学年幹事の候補者は、各卒業期毎に、三名以内を互選する。

　　　　(任　期)

第四条　　役員の任期はすべて二年とし、再任を妨げない。但し、副会長、監事、事務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　最長は原則として三期を限度とする。

附則

２　補欠により就任した者の任期は、前任者の残存期間とする。

平成５年６月17日

平成12年７月14日改定

平成17年７月８日改定

平成18年７月８目改定

平成22年７月10目改定

平成24年７月14日改定

ヽ　26　7月26日　定

　　　　　　　　　役員候補選出の運用規程

本規程は会則第八条、２項に定める役員（副会長、監事、事務局長）の候補者を選出する方

策について規程するものである。

第一条　　会長、副会長、監事、事務局長、最高顧問及び顧問の合議により副会長候補者

　　　　を推薦する学年を決定する。

第二条

第三条

第四条

第五条

附則

　当該学年は二年毎を一つのブロックとして、一人の候補者を推薦する。

　会長、副会長の合議により監事、及び事務局長候補者を推薦する。

　会長、副会鎚、監事、事務局長、最高顧問、顧問及び当該学年の幹事の合同会

合において総会に諮る最終の候補者を決定する。

　上記の規程にかかわらず一紅会の会長は副会長の候補者とする。

平成18年７月８日改定

平成22年７月10日改定

平成26年７月26目改定
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(ゆうちょ銀行への修正)

（１）

(2)

(3)

(4)

（５）

ﾀ ﾞ

．

「東京同窓会積立基金」規定

　　　　　　　　　　　　　　　　平成　７年９月19日施行
　　　　　　　　　　　　　　　　平成13年５月　９目改定
　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年１月16目改定

甲府中学一高東京同窓会（以下同窓会という）運営の円滑維持および充実化を

図るための資金確保を目的とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾

本資金は会員有志からの寄付によるものとし毎年実施する。

資金名称は「東京同窓会積立基金」とする。

本基金に関する寄付応募方法は次の通りとする。

イ、寄付額は１０１千円とし応募ロ数に制限は設けない。

ロ、応募方法は下記ゆうちょ銀行ロ座へ振り込みとする。

銀行名

口座番号

口座名

ゆうちょ銀行　本店

00160－ 5－724615

甲府中学一高東京同窓会

本基金の管理及び使用方法は次の通りとする。

イ、本基金管理責任者は東京同窓会長とし、事務取り扱いは東京同窓会事務局

　　　（担当副会長）が担当する。

ロ、本基金は、各年度の運営資金会計とは別会計とする。

　　　（注）従来の預金口座とは別のロ座を設ける。
ノ｀ゝ

W－

W-

当該年度の総会等の行事を担当する実行委員長は、準備期間中必要とする

資金について本基金から借り入れが認められる。

実行委員長から準備資金必要額を事務局に申し出があった場合、事務局は

これを検討のうえ会長の承認を経て貸与する事とし、決定額を当該年度の

運営ロ座に（従来の山梨中央銀行口座）に振込みを行う。

ホ、実行委員長は、当該年度会計決算が終了後に、貸与された資金を事務局宛

　　返却する。（返済方法はゆうちょ銀行　基金ロ座宛振込）

前記以外の本基金に関する管理並びに使用等については、必要の都度正副会長

会議において協議決定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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第一条

第二条

第
一

一

一 条

第四条

第五条

第
　ｌ．

／｀ゝ

２

３

４

条

ｌ

山梨県立甲府中学校・甲府第一高等学院東京同窓会会則

　　　　　　　　　　　第一一-章　　　　　総　　則

(名　称)

　　この会は、山梨県立甲府中学校甲府第一高等学校東京同窓会という。

(事務所)

　　この会は、事務所を会長の指定する東京都内に置く。

(目　的)

　　この会は､会員相互の親睦を図り、併せて母校の充実と発展に寄与することを目的とする。

(事　業)

　　前項の目的を達成するため、この会は次の事業を行う。
一

　　ゝ

一

-゛｀ゝ

一

一

一心

会報及び会員名簿の発行

各種眺会の開催

その他必要な李項

　　　　　第二章 会　員

（会員の種類）

　　この会の会員を分け次の三種とする。

　　　　一、普通会員

　　　　二、名誉会員

　　　　三、特別会員

　　普通会員は、徽典館中学科、山梨県立甲府中学校又は山梨県立甲府第一高等学校（以下母

　校という｡）の卒業生及びほ校に在籍した者で首都圏に在住する者並びにこれに準ずる者とす

　る。

　　名誉会員は、普通会員のうち、満八十才以上の者とする。

　　特別会員は、母校校長及びほ校に功労があった者で、総会において推薦された者とする。

　　　　　　　　　　　　第三章　　　　役　　員

(役員の種類)

　　この会に次の役員を置く。

　　　　一、会　　長

　　　　二、副会長

　　　　三、学年幹事

　　　　四、監　　事

　　　　五ﾐ　事務局長

一　　名

五名以内

若干

一
一

　　　　(任　務)

第七条　　会長はこの会を代表し、会務を統括する。
N
　
C
v
l

４

名
名
名

副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。

事務局長、学年幹事は、会務を処理する。

監事は、会計を監香し、総会に報告する。

－
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第八条

　　２

３

第九条

　　　２

第十条

　　　　２

　　　　３

　　　　４

第←条

第十二条

第十三条

第一四条

第一五条

　　　　２

第十六条

２

第十七条

ｌ

(選　出)

　　会長は、総会において会員のうちから選出する。

　　副会長、学年幹事及び監事および事務局長は、会員のうちから総会の議を経て、会長

　　がこれを委嘱する。但し副会長、監事、事務局長の候補者は別に定める運用規程により選

　　出する。

　　学年幹串:の候補者は、各卒英明毎に、三名以内を互選する。

（任　期）

　　役員の任期はすべて二年とし、再任を妨げない。但し、副会長、監事、事務局長は原則と

　　して三期を限度とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　補欠により就任した者の任期は、前任者の残存期間とする。

第四章 最高顧問及び顧問

この会に最高顧問及び顧問若玉名を置くことができる。

最高顧問は、会長経験者のうちから総会の議を経て、会長これを推戴する。

顧問は、会員のうちから総会の議を経て、会長これを委嘱する。

最高顧問及び顧問は、会長の要請に応じ役員会に出席して意見を述べることができる。

　　　　　　　　　　　　第五章

(種　類)

　　会議は、総会及び幹参会とする。

会　議

㈲　集）

　　総会は、定期総会及び臨時総会とし、定期総会は毎年一回会長がこれを招集する。

　　臨時総会は、会長が必要と認めたとき、学年幹事の過半数から会議の目的である事頃を示し

　て開催の請求があったとき会長がこれを招集する。

　　幹事今は年一回以上開催し、招集は総会に準ずる。

(議　事)

　　会長は、会議の議長となり謳事を処理する。

　　採決を要するときは、出席者の過半数をもって決する。

　可否同数のときは、議長がこれを決する。

　　　　　　　　　　　　第六章　　　　　会　　計

(経　費)

　　この会の経費は、次に掲げるものをもってこれに当てる。

　　　　一、会費

　　　　二、寄付金

　　　　三、借入金

　　　　四、雑収入

　　名誉会員については、特別会費を適用できる。

(会計年度)

　　　　　　この会の会計年度は、毎年９月１田こ始まり、翌年８月31日に終わる。

- ７－
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第十八条

第十九条

附則

ｌ

　　　　　　　　　　　第七噺　　　　雑　則

(異動通知)

　　会員は、その氏名、住所、職業等に異動があったときは、速やかに会に通知するものとす

　る。

(会則の変更)

　　この会則は、総会の決議によらなければ変更できない。

平成５年６月17目

平成12年７月14日改定

平成17年７月８日改定

平成18年７月８目改定

平成22年７月10日改定

平成24年７月14目改定

平成26年７月26日改定

＼

I
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役員候補選出の運用規程

f.

本規程は会則第八条、２項に定める役員（副会長、監事、事務局長）の候補者を選出する方策について規

程するものである。

第一条 　会長、副会長、監事、事務局長、最高顧問及び顧問の合議により副会長恨拵粁を推薦する学年

を決定する。

第二条　当該学年は二年毎を一つのブロックとして一人の候補者を推薦する。

第三条　会長、副会長の合議により監事、及び事務局長侯拵者‘を推薦する。

第四条　会長、副会長、監事、事務局長、最高顧問、顧問及び当該学年の幹事の合同会合において総会

　　　に諮る最終の候補者を決定する。

第五条　上記の規程にかかわらず一章[会の会長は副会長の侯哺者とする。

附則　平成18年７月８日改定

　　　　平成22年７月10日改定

　　　　平成26年７月26日改定

- ９－
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第1条

第2条

第3条

第4条

第5条

第6条

ｌ

　　　　　　　　　　「一　紅

この会の名称は「一紅会」という。

会」 会　則

平成9年2月１日

平成12年11月13日改正
平成16年2月１日改正

平成19年11月26日改正
平成24年9月28日改正

この会は、山梨県立甲府中学校・甲府第一高等学校東京同窓会（以下東京同窓会という）の中
におく。

この会の会員は、山梨県立甲府第一高等学校を卒業した女性とする。

この会は、会員相互の親睦を図るとともに、東京同窓会及び母校の充実と発展に寄与すること
を目的とする。

この会を円滑に運営するために「一紅会幹事会」（以下幹事会という）をおく。

幹事会の運営に次の役員があたる。

①　会長　　一名　幹事会の互選により選出する。

②　副会長　一名　幹事会の互選により選出する。

③　会計　　一名　幹事会の互選により選出する。

④　幹事　　各卒業期ごとに若干名を互選する。

　第7条　役員の任期および任期の期首と期末は次のとおりとする。

　　　　　①　会長･副会長

　　　　　　　　任期は、いずれも２年とし、再選を妨げない。

　　　　　　　　期首は2月１目から、期末は翌々年の1月31目までとし、選出時期は、東京同窓会役員

　　　　　　　　改選年度の前年の11月開催の幹事会とする。

　　　　　　　　選出時期は、東京同窓会役員改選年度の前年の11月開催の幹事会とする。

　　　　　②　会長は、東京同窓会会則役員候補選出の運用規定第五条により、東京同窓会役員改選年

　　　　　　　度に副会長候補者として東京同窓会総会の決議を経て就任する。

　　　　　③　会計

　　　　　　　　任期は２年で再選を妨げない。

　　　　　　　　東京同窓会の会計年度に準じて、改選を行う。

　　　　　④　学年幹事は、①に準ずる。

　　　　　⑤　補欠により就任した役員の任期は、前任者の残存期間とする。

　第8条　この会の運営に関する決議は、幹事会にて出席者の過半数を以って決定する。

　第9条　幹事会は、次の事を行う。

　　　　　①　幹事会を年二回以上開催

　　　　　②　第４条の目的を達成するための諸事業の企画及び実行

　　　　　③　東京同窓会幹事会への出席等

　　　　　④　会計に関する話し合い及び決議

　　　　　⑤　その他

第10条　幹事会に事務局を置き、東京同窓会の当番幹事学年等が、若干名(幹事を含む)でこの運営にあ

　　　　　たる。

第11条　この会の運営費用は、次によって賄う。

　　　　　①　東京同窓会からの援助金

　　　　　②　寄付金

　　　　　③　雑収入

第12条　この会の会計年度は、毎年9月１目より翌年8月31目とする。

第13条　この会則は、平成24年(2012)9月28目より改定施行する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

－10－

.fj



　
　
　
一

－

ｌ

【議題】次期役員選出について

平成26年8月から平成28年7月東京同窓会役員（候補）

　
長

長
会

会
則

監　事

事　務　局　長

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

一

ブロック

ブロック

ブロック

ブロック

紅　会

記

上
　
田
田
島
口

井
原
八
池
飯
谷

笠井

飯島

山本

幸
護
政
秀

彦（再任・昭和３１年卒）

　　（再任・昭和４０年卒）

恭
雄

登美夫

百合子

莞爾

善一郎

秀彦

会則第十条に基づき下記のとおり、最高顧問、顧問を置く。

最高顧問

(会長推薦)

顧　　　問

(会長委嘱)

※学年幹事は別紙のとおりとする

(新任・昭和４２年卒)

(新任・昭和４３年卒)

(新任・昭和４５年卒)

(再任・昭和３６年卒)

(再任・昭和３３年卒)

(再任・昭和３９年卒)

(新任・昭和４１年卒)

渡　辺　喜　一（再任・昭和１８年卒）

恩　田

神　山

内　藤

心
刀で (再任・昭和２７年卒)

茂　（再任・昭和３０年卒）

勲　（再任・昭和３４年卒）

飯田　冨美子　（再任・昭和３３年卒）

－１１－
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甲府中学･甲府―高東京同窓会役員名簿
＜

山本秀彦
一
清水昭

＜平成26年度役員＞
役名 卒年 氏名 役名 卒年 氏名 役名 卒年 氏名

最高顧問 昭18年 渡辺喜一 会　長 昭31年 井上幸彦 副会長 昭36年 谷口百合子

最高顧問 昭27年 恩田宗 副会長 昭40年 原護 監　事 昭33年 笠井莞爾

顧　問 昭30年 神山茂 副会長(新) 昭42年 八田政恭 監　事 昭39年 飯島善一郎

顧　問 昭34年 内藤勲 副会長(新) 昭43年 池田秀雄 事務局長 昭41年 山本秀彦

顧　問 昭33年 飯田冨美子 副会長(新) 昭45年 飯島登美夫

＜平成26年度学年幹事＞

役名 卒年 氏名 役名 卒年 氏名 役名 卒年 氏名

学年幹事 昭15年 伊藤好民
学年幹事 昭35年

志村昌也

学年幹事 昭48年

青柳靖元

学年幹事 昭16年 大塚喬清 大野紘一 林野妙子

学年幹事 昭17年
立川孝幸 作道恒 辻恵美子

秋山裕一
学年幹事 昭36年

太田東洋男

学年幹事 昭49年

清水喜彦

学年幹事 昭18年 渡辺喜一 中村敏男 保坂明彦

学年幹事 昭19年
三井貞治

学年幹事 昭37年

廣池哲夫 瀧田智子

石井築造 川島民子
学年幹事 昭50年

軽石秦孝

学年幹事 昭20年A 青柳利雄 佐藤忠男 海老原綾子

学年幹事 昭20年B
島田正二

学年幹事 昭38年

武内紘司

学年幹事 昭51年

海沼弘忠

石川禧次郎 矢口百合子 望月裕子

学年幹事 昭21･22年
加賀美彰 山田常夫 内田功志

深沢仁巳
学年幹事 昭39年

小林牧子

学年幹事 昭52年

飯野正仁

学年幹事 昭23･24年
秋山哲郎 笠井収 窪田司

坂本順二
学年幹事 昭40年

斉藤勝人 中山初美

学年幹事 昭25年
依田智治 山瓢萩江

学年幹事 昭53年

小川朗

斉藤育夫
学年幹事 昭41年

内藤浩 飯窪光隆

学年幹事 昭26年
小田切照男 高木悦子 勝村良一

鈴木保秋

学年幹事 昭42年

横渾良次

学年幹事 昭54年

田中哲哉

学年幹事 昭27年
山下総―郎 八田政恭 佐野直樹

中村徹 宇野文子 朱宮明美

学年幹事 昭28年

奈須野明
学年幹事 昭43年

池田秀雄
学年幹事 昭55年 相山豊

岡田恭子 永井　博 松本太郎

望月沙世子 加藤まゆみ

学年幹事 昭56年

小田切

学年幹事 昭29年 浅川英司
学年幹事 昭44年

鈴木康雄 大塚誠

五十嵐節子 峯川文江 鷹野由香

学年幹事 昭30年 井上若子
学年幹事 昭45年

設楽久敬
学年幹事 昭57年

太田清士

学年幹事 昭31年 平賀一郎 飯島登美夫 石井孝明

岩本福喜 村上真理子 上田俊彦

学年幹事 昭32年 田中博久

学年幹事 昭46年

中嶋文夫 学年幹事 昭58年 安達実名美

若尾和子 野呂瀬秀樹 学年幹事 昭60年 神宮司明美

学年幹事 昭33年 斉藤芳樹 山下恵子
学年幹事 昭62年

窪田浩二

林睦生

学年幹事 昭47年

玄関稔 窪田直哉

三渾千鶴子 渡辺正文 学年幹事 昭63年 嶋田幸子

学年幹事 昭34年 横溝光 佐藤みどり
学年幹事 平成元年

竹内恒太

土屋初海 浅川浩一

村野久子
学年幹事 平成3年

保坂香子

小林香里

学年幹事 平成4年 真壁浩紀

－12－
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- 紅　会　幹　事　名　簿

ﾀ ﾞ

．

平成26年6月1日現在

役員名 卒年 役員名 卒年 役員名 卒年 役員名 卒年 役員名 卒年

渡辺圭子 28 井上若子 30 岩本福喜 31 若尾和子 32 飯田冨美子 33

村野久子 34 作道恒 35 谷口百合子 36 川島民子 37 黒田順子 37

梅揮梅子 38 鈴木紀子 38 小林牧子 39 斎藤美都子 39 安間春子 40

雨宮喬子 40 関岡美佐子 41 高木悦子 41 尾崎か代 41 宇野文子 42

辻敏子 42 竹中みゆき 43 加藤まゆみ 43 沓沢初美 43 峯川文江 44

三田富貴子 44 塚本重美 44 村上真理子 45 佐々木まち子 45 山下恵子 46

西野公子 46 山田陽子 47 小川早苗 47 佐藤みどり 47 河野美沙子 47

林野妙子 48 辻恵美子 48 瀧田智子 49 松本博美 49 海老原綾子 50

田中興志子 50 小坂郁子 51 海瀬和美 51 木村かな子 51 中山初美 52

吉川文代 52 伊藤由佳美 52 塚田薫 52 朝戸直美 53 都築由起子 53

坂本朝子 53 田揮増子 53 小沢恵美 53 山本万理 54 水野優子 54

遠藤絵理 54 井上陽子 54 朱宮明美 54 八木公子 55 山本祥子 55

鷹野由香 56 神谷ひとみ 56 宇野揮美穂 57 木村充子 57 平山美香子 57

中川美穂 57 福田千絵 58 藤原千津子 58 山崎奈緒美 59 三井田ひろみ 59

神宮司明美 60 嶋田幸子 63 保坂香子 H3 小林香里 H3

－13－
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甲府中学･甲府一高東京同窓会各年度活動一覧(平成26年度第55回)

１

年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度

当番学年 昭和29･45年卒 昭和30･46年卒 昭和31･47年卒 昭和32･48年卒 昭和33･49年卒 昭和34･50年卒 昭和35･51年町

引継会
7月22目（月）

　東条会館
9月16日(水)
銀座ライオン

9月１日（日）

新宿駅好蘭

　9月22日(木)

五反田ROCビル
9月19日(火)
銀座らん月

9月10目（火）

銀行倶楽部’

9月９目(火)

東京會舘

正･副会長会
　(役員会)

学年代表幹
　　事会

4月17日(金)
東京駅精養軒

　4月８日(火)

東京駅精養軒

　4月７日(火)

東京駅精養軒
　4月21日(金)
銀座東武ホテル

4月25目(火)
　東京會舘

4月21日（月）

霞が関東京會

4月22日(水)
　東京會舘

総会
6月11日(木)
上野精養軒

6月17日(木)
上野精養軒

6月17日(金)
上野精養軒

　6月２日(金)
銀座東武ホテル

7月３目(水)
東京會舘

7月２日（月）

東京會舘
7月８日(水)
東京會舘

出席者数

　291名
(女性35名)

　239名
(女性28名)

　　　乙ぴ任ﾆfｺ
　(女性16名)

(来賓7､特別会

　員17含む)

　　342名
　(女性37名)

(来賓6､特別会

　員15含む)

　　528名
　(女性83名)

(来賓6､特別会

　員22含む)

　　534名
　(女性101名)

(来賓6､特別会

　員20含む)

　　531名
，(女性102名)

(来賓5､特別会

　員27含む)

会費
男性¥10,000

女性¥8,000

男性¥10,000

女性¥8,000

男性¥10,000

女性¥8,000

男性¥10,000

女性¥8,000

男性Y10,000

女性¥8,000

男性¥10,000

女性¥8,000

男性¥10,000

女性¥8,000

年次雄綸命 ¥873,757 ¥326,703 ¥386,841 ¥430,019 ¥210,640 ¥413,109 ¥426,597

催し物

映画:空からみた

甲府

母校校舎写真(3

枚組)

映画:我､学舎で

化育
甲府一高校舎物

語

平野忠彦氏独唱 若尾嬢他1名

BGM演奏

(ピアノ､フルート)

林ひろみ

川上洋次

歌唱
特産即売コーナ

金森静子
独唱

古今亭寿輔司
会と小噺

ロックバンド生演

奏

ダンスタイム司

会保坂正紀(51

年卒)テレビ朝日

アナウンサー

特記

･母校改築にして

寄付金カンパに

協力

・日新鐘第1号

･名刺交換帳を企

画するも中止とな

る

･同窓会名簿作成

(無料配布)

･テーマ:

｢縦の交流｣

女性部会発足

・日新鐘第2号

･渡辺会長｢山梨

県人会連合会｣会

長に就任

･副会長､監事退

任

･新任副会長:伴

野､秋山(哲)、内

藤､石川

監事:小宮山､飯

Ｓ

･女性ネットワーク

｢一紅会｣発足

･総会出席者名簿

作成･配布

･基金募集

244,520円

・日新鐘第3号

･テーマ:

｢夢みつづけて｣

･一紅会各学年代

表者を幹事として

登録幹事会に出

席

・日新鐘第4号

･強行遠足70回記

念誌を販売

･同窓会をポラロ

イドカメラで撮影

配布

･テーマ:

｢メモリーズオブ

ユー｣

･一紅会会長東

京同窓会の副会

長に就任

・日新鐘第5号

当番学年
石川波吾

(29年卒)

神山茂

(30年卒)

名取正

(31年卒)

保科儒一

(32年卒)

笠井莞爾

(33年卒)

内藤勲

(34年卒)

田中友昭

(35年卒)

－18－
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甲府中学･甲府一高東京同窓会各年度活動一覧(平成26年度第55回)

年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

当番学年 昭和36･52年卒 昭和37･53年卒 昭和38･54年卒 昭和39･55年卒 昭和40･56年卒 昭和41年卒 昭和42瘍卒

引継会
9月９日(水)
銀行倶楽部

9月29日(金)
銀行倶楽部

9月12日(水)
銀行倶楽部

9月17日(火)
銀行倶楽部

9月26日(金)
銀行倶楽部

9月30日(木)
銀行倶楽部

9月29日(木)
銀行倶楽部

正･副会長会
　(役員会)

4月５目(木)
　東京會舘

2月22目(金)
　東京會舘

3月17目(則
　東京會舘

2月23目（月）

　東京會舘
2月22目(火)

　東京會舘

学年代表幹
　　事会

4月13目(火)
　東京會舘

5月15目（月）

　東京童舘
5月９目(水)

　東京會舘
5月９目(木)

　東京會舘
5月７目(水)
東京會舘

5月11日(火)
　東京童舘

5月10日(火)
　東京會舘

総会
7月10日比）

　東京會舘
7月14日(金)

　東京會舘
7月13目(金)

　東京會舘
7月12目(金)

　東京會舘
7月11目(金)

　東京會舘
7月９目(金)
東京會舘

7月８目(金)
東京會舘

出席者数

　　468名
　(女性92名)

(来賓7､特別会

　員17含む)

　　505名
　(女性89名)

(来賓7､特別会

　員17含む)

　　470名
　(女性85名)

(来賓7､特別会
　員29含む)

　　462名　(女性78名)

(来賓13､特別会
　員22含む)

　　495名
　(女性105名)

(来賓12､特別会

　員24含む)

　　389名
　(女性79名)

(来賓15､特別会
　員25含む)

　　471名

(来賓15､特別会

　員22含む)

会費
男性¥10,000

女性¥10,000

男性¥10,000

女性¥10,000

男性¥10,000

女性¥10,000

男性¥10,000

女性¥10,000

男性¥9,000

女性¥9,000

男性¥8,000

女性¥8,000

男性¥9,000

女性¥9,000

年次雄越金 ¥528,340 ¥489,350 ¥530,222 ¥485,625 ¥1,575,350 ¥504,455 ¥855,767

催し物

･合唱音羽ゆり

かご会

･太鼓　日本太鼓

同好会(潮見台み

どり幼稚園)

･チアリーダーに

よる

演技

･福引

独唱伊東剛

伴奏田中明子

司会伊藤英敏

(元YBSアナウン

サー)

合唱38会合唱団

クイズ･甲斐の国、

不思議発見

懐かしのスイング

ジャズ特集

39年卒を中心とす

るプラスバンド部、

応援部ＯＢによる

スイングジャズ､マ

ンボ､ルンバの生

演奏

笹本茂晴

クアルテット(ＢＧ

Ｍ)

･独唱(41年卒)

中嶋啓子

梶圭子

ピアノ伴奏

･ＢＧＭ

ピアノ演奏

・甲州ワイン試飲

ワインアドバイ

ザー

･シャンソン独唱

(42年卒)

大原ひさのりオー

ケストラ､斉藤澄、

根上正一他

･ほうとう、甲州ワ

インサービス

特記

･テーマ:

｢いい日出会い｣

･初めて土曜日昼

に開催

・日新鐘第6号

･テーマ:
｢いま､新たなチャ
レンジ｣

・日新論第7号

･役員改選
･新任副会長:恩

田､神山､井上、
笠井､五十嵐

監事:小宮山、内
藤

顧問:大森､立
川､伴野､飯野

･テーマ:

｢新世紀共生の時

代へ｣

・目新論第8号

秋山哲郎新顧問

･テーマ:
｢改革そして未
来｣

・日新鐘第9号
･役員改選
渡辺新名誉会長
恩田新会長
田中新副会長
伊東新監事
小宮山新顧問

･テーマ:

｢草のように樹のよ

うに｣

・日新鐘第10号

･テーマ:

｢結び直そう同窓

の絆｣

･東京同窓会名簿

作成配布

・日新鐘第11号

･役員改選

飯田副会長新任

他再任

･テーマ:｢今､新

たなり、同窓の
詩｣

・目新論第12号

･名誉会員
会費規約改正

自番学年
(幹事長)

上川俊雄

(副幹事長)
太田東洋男
前馬美代子

(事務局長)
中村敏男

(36年卒)

(幹事長)

雨宮忠

(副幹事長)

廣池哲夫

小松寿恵

(事務局長)
樋泉靖志

(37年卒)

(幹事長)
武内紘司

(副幹事長)
堀内高

矢口百合子

(事務局長)
山田常夫

(38年卒)

(幹事長)
飯島善一郎

(副幹事長)
波羅芳武
小林牧子

(事務局長)
笠井牧

(39年卒)

(幹事長)

原護

(副幹事長)

佐野光夫

水谷園江

(事務局長)

斉藤勝人

(40年卒)

(幹事長)

高木悦子

(副幹事長)

内藤茂好

小針直美

(事務局長)

高木悦子/

小針直美

(41年卒)

(幹事長)

横渾良次

(副幹事長)
八田敬恭

宇野文子

(事務局長)

八田敬恭

(42年卒)
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甲府中学･甲府一高東京同窓会各年度活動一覧(平成26年度第55回)

f.

年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

当番学年 昭和43年卒 昭和44･60年卒 昭和45年卒 昭和46年卒 昭和47･63年卒 昭和48･平成元年卒

引継会 9月27目(火)
銀行倶楽部

9月26日(火)
銀行倶楽部

9月18目(火)
銀行倶楽部

9月12日(金)
銀行倶楽部

9月14日（月）

銀行倶楽部
9月13日(月)．
銀行倶楽部

正･副会長会

　(役員会)
2月20目(月)

　東京會舘
2月21日(水)

　東京會舘
2月20目(水)

　東京會舘
2月18日(水)

　東京會舘

2月８日（月）

東京童舘

2月７日（月）

　東京會舘

学年代表幹
　　事会

5月９日(火)
　東京會舘

5月８日(火)
東京會舘

5月８目(木)
　東京會舘

5月13日(水)
　東京會舘

5月12目(水)
　東京會舘

5月11日(水)
　東京會舘

総会
7月８日(土)
東京會舘

7月21日(土)
　東京會舘

7月26日(土)
　東京童舘

7月11日(土)
　東京會舘

7月10日(土)
　東京命脈

7月９目(土)
東京會舘

出席者数
　　537名

(来賓19を含む)

　　591名

(来賓17を含む)

　　528名

(来賓17を含む)

　　590名

(来賓20を含む)

　　540名

(来賓20を含む)

　　563名

(来賓20を含む)

会費
男性¥10,000

女性¥10,000

男性¥10,000

女性¥10,000

男性¥10,000

女性¥10,000

男性¥10,000

女性¥10,000

男性¥10,000

女性¥10,000

　男性¥10,000

　女性¥10,000

80歳以上¥5,000

年次雄雄金 ¥891,533 ¥905,933 ¥844,107 ¥880,403 ¥1,054,821 ¥1,292,734

催し物

･伝説のジヤズドラ

マー

森山威男

(38年卒)

･一高現役ブラス

バンド演奏

･音楽部ＯＢ弦楽

合奏団十川上洋

司

(歌唱､44年卒)と

ＭＪＯ十ブラスバン

ドＯＢの演奏

※

MJO

(Mondaynight

Jazz Orchestra)

は､44年卒小林

正家氏主宰のバ

ンド

･東京蔡術大学音

楽部生バンド

Mantovivoによる

Big Band Jazz演
奏

･強行遠足ビデオ

放映

･司会小俣雅子

さん

･50周年記念講演
目野原重明聖跡

加国際病院理事
長｢石橋湛山先生
と私＆生涯現役

100歳を生きる｣
･御崎神社神事

･信田和雄バンド
のオールデーズ

演奏(寺内たけし
＆BJのキーボード

奏者)

・｢歴史の証人、

歴史を築いた一

高人､そして未来

へ｣(129周年同

窓会実行委員会

製作)

･よさこい甲斐の

国武田踊り｢風林

火山｣宴舞:川中

島の戦い

･司会:望月啓太

(平成8年卒)ＮＨ

Ｋアナウンサー

･ジャズコンサート

(48年卒＆平成元

年卒共演):久保

嶋直樹(ジャズピ

アノ)十清水まり子

(演歌歌手)

･強行遠足DVD

･清水家いなり寿

司、ほうとう、甲州

ワイン､東北地方

の地酒

･草加亀楽煎餅実

演

特記

･テーマ:

｢甦れ！鶴城魂｣

・日新鐘第13号

･最高顧問規約改

正

･役員改選

･テーマ:

｢たて･よこ織りな

す絆｣

・日新鐘第14号

･テーマ：

｢ＯＵＲ

ＧＯＯＤ

ＤＡＹＳ｣

・日新鐘第15号

･役員改選

･テーマ:

｢"魁接点"50

年！｣

・日新鐘第16号

･テーマ:

「be Ambitious

Again！　今新た

なる人生の扉を再

び！」

・日新鐘第17号

･役員改選

･テーマ:
「いや高くつない
だ心天までとど
け！」

・日新鐘第18号

自番学年
(幹事長)

池田秀雄

(事務局長)
油井純雄

(副幹事長)
竹中みゆき

野沢春海
加藤まゆみ

平賀博子
大野陽造

諸角英良
柳本教仁

門西栄一
猪股賢太郎

小木曽博
古屋史夫
斎藤秀文

両角益資

(43年卒)

(幹事長)

清水昭

(副幹事長)

峯川文江

萩原能成

中村芳文

仲渾孝次

(事務局長)

京島博文

(44年卒)

(幹事長)

設楽久敬

(副幹事長)
山下昌彦
飯島登美夫

相川正樹
村上真理子
三井三枝子

(事務局長)
渡遵東

(45年卒)

(幹事長)

中嶋文夫

(副幹事長)
野呂瀬秀樹
清水勝

山下恵子
西野公子

矢寄裕子

(事務局長)
清水勝

(46年卒)

(代表幹事)

細田仁

(事務局長)

玄関稔

(各部会長)

岩渾忠彦

渡辺正文

大野文人

中込敏夫

高石光雄

小川早苗

山田陽子

(47年卒)

(幹事長)
青柳靖元

(事務局長)
八田政仁
(各部会長)

島田三郎
藤巻秀樹
廣瀬昭仁

鈴木孝男
遠藤裕紀

林野火紀
辻恵美子

林野妙子

石川ゆり子

(48年卒)
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ｌ

平成24年度

１

ｊ

『

-

　年度

㎜
　当番学年
一

　引継会

〃正･副会長会

　(役員会)

総会

出席者数

会費

昭和49･平成2年卒
〃
　9月12日(月)

　銀行倶楽部

〃　2月６目(月)

　　東京童舘____

　5月９目(水)

　　東京童舘‥_･

　7月14F](土)

559名

(来賓17を含む)

T男百石印面‾

女性¥10,000

　平成25年度

-

昭和50･平成3年卒

〃
　9月５日(水)

　銀行倶楽部
一
　2月８日(金)

　東京音盤＿

　5月８日(水)

　東京音舘

7月20日(土)

　　625名

(来賓17を含む)

T耶７両両‾

女性¥10､000

RO歳以上¥5､00C

　平成26年度

-

昭和51･平成4年卒
〃
　9月19日(木)

　銀行倶楽部

〃　2月７目(金)

　　東京會舘.__

　5月８日(木)

　　東京會舘＿

　7月26日(土)

　目標520名

(来賓20を含む)

T罰ｒｍ万万‾

　女性¥10,000

催し物

特記

自番学年

タリス

卜相川達也のギ

ター演奏と､49年

卒筝奏者山下一

恵の筝演奏

･相川達也の指揮

による、甲府のﾏﾝ

ﾄﾞﾘﾝｸﾗﾃﾞ｢ﾌﾟﾘﾏﾝ

ﾃ･ﾏﾝﾄﾞﾘｰﾉ｣のﾏﾝ

ﾄﾞﾘﾝ演奏

･49年卒込山富秀

監修のｶﾚﾝﾀﾞｰ

･テーマ:

｢伝えよういにし

えの心あたらしき

智慧｣

・日新鐘第19号

･役員改選

(幹事長)

清水喜彦

(事務局長)

医坂明彦

(各部会長)

新田陽一

細田和孝

小田切信

広瀬高行

今渾晋

中込裕

竹内浩二

瀧田智子

(49年卒)

る合唱

･鏡味仙三&仙花

による太神楽

･平成24年強行遠

足スライドショー

･テーマ:

「世界へ！未来

へ！」一我らが強行

遠足は甲斐の国

の誇り

・日新鐘第20号

(幹事長)
軽石秦孝

(事務局長)
生野洋
(各部会長)
岡原鉄郎

望月達史
保坂岳深

横瀬寿一
海老原綾子

田辺俊彦

(50年卒)

･我が校の沿革を

スライドショーで紹

介(今昔物語)

･ウルトラクイズ

今昔物語の途中

で我が校に関連し

たクイズを出題(好

成績者には景品)

･テーマ:
｢夢をつなぐ｣
サブテーマ

｢夢の見つけ方･

かなえ方｣

・日新鐘第21号

･役員改選

･事務局長会則

変更の件

(幹事長)

保坂栄治

(幹事長補佐)

海沼弘志

(事務局長)

高橋久

(各部会長)

羽田志生

金子聡

小宮山正仁

遠藤励起

水村勝

木村かな子

内田功志

(51年卒)
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甲府一高東京同窓会「一紅会」の各年度活動一覧表

年度
平成8年

　1996

平成9年

　1997

平成10年

　1998

平成11年

　1999
平成12年

　2000

平成13年

　2001

平成14年

　2002

平成15年

　2003
当番学年 昭和33年卒 昭和34年卒 昭和35年卒 昭和36年卒 昭和37年卒 昭和38年卒 昭和39年卒 昭和40年卒

一紅会幹事会

　第１回幹事会

東京會舘ｼｪﾛｯｼｰﾆ

　　日8/3/7(火)

く会則作成チーム
会合〉

　第4回幹事会

東京會舘ｼｪﾛﾂｼｰﾆ

　H9/1/29/(火)

　新春講演会

銀座東武ﾎﾃﾙ

　ﾛｼﾞｴﾄいﾚ

H10/1/12（月）

ｱﾛｼﾞｴｸﾄ会合

第8回幹事会

四谷ｱｰﾉぐﾝｸﾗﾌ'

H10/11/11(木)

第Ｈ回幹事会

四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

H11/11/10(火)

　第14回幹事会

　四谷ｱｰﾊ'ﾝｸﾗﾌﾞ

　H12/11/13(月)

･会計承認

･会則追記

第17回幹事会

四谷ｱｰﾊ'ﾝｸﾗﾌﾞ

H13/11/6(火)

　第21回幹事会

　四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

　H14/11/13(水)

･副会長代行追記

―紅会新春講演会

第1回新春講演会

　H10/1/17（土）

　尾辻紀子氏

　銀座東武ﾎﾃﾙ

　　ﾛｼﾞｴﾄ）ﾚ

第2回新春講演会

　H11/1/23(土)

　井上幸彦氏

　四谷ｱｰﾉぐﾝｸﾗﾌﾞ

第3回新春講演会

　H12/1/15(土)

　平野忠彦氏

　一ツ僑如水会館

第4回新春講演会

　H13/1/20(土)

　島田紀夫氏

　ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

第5回新春講演会

　H14/1/26(土)

　　丸山昭氏

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

第6回新春講演会

　H15/1/18(土)

　　山本久氏

　ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

反省会

　理事会

H10/1/17(土)

四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

H11/2/12(金)

四谷ｱｰﾊ'ﾝｸﾗﾃﾞ

H12/1/27(木)

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

H13/2/15(木)

銀座高松建設
　　夢工房

H14/2/19(火)

　表参道
　バルバコア

H15/2/7(金)

東京同窓会幹事会

H8/4/25(火)

S28～33年卒
　理事のみ

H9/4/25(月)

｢―紅会｣幹事
　　全員

東京同窓会

　　幹事

　H10/4/22(水)

東京同窓会副会長に
一紅会会長就任決

　渡辺一紅会会長

　　副会長新任

HH/4/13(火)

　東京會舘

　H12/5/15（月）

　　東京會舘

五十嵐一紅会会長
　副会長新任

H13/5/9(水)

　東京會舘

　H14/5/9(木)

　　東京會舘

五十嵐一紅会会長
　副会長再任

H15/5/7(水)

　東京會舘

　第2回幹事会

東京會舘ｼｪﾛﾂｼｰﾆ

　H8/5/29(水)

　　理事のみ

東京會舘ｼｪﾛｯｼｰﾆ

　　H9/6/1(水)

＊｢―紅会｣会則検

　　　　討

　第6回幹事会

東京會舘ｼｪﾛｯｼｰﾆ

　H10/6/17(水)

　第9回幹事会

四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

HH/7/10(火)

第12回幹事会

四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

H12/6/15(木)

第15回幹事会

四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

H13/6/20(水)

　第18回幹事会

　四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌ'

　　H14/4/5(金)

一紅会会長再任

第19回幹事会

四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌ'

H14/6/28(金)

　第22回幹事会

　四谷ｱｰﾊﾞﾝｸﾗﾌﾞ

　H15/6/27(金)

一紅会の存続か否か
　　継続討論

一紅会幹事会

　東京如意会

U二回～　＾J.

H8/7/3(水)

東京會舘

H9/7/2(月)

東京會舘

H10/7/8(水)

　東京會舘

H11/7/10(土)

　東京會舘

H12/7/14(金)

　東京會舘

H13/7/13(金)

　東京會舘

H14/7/12(金)

　東京會舘

H15/7/11(金)

　東京會舘

白回心紅会幹事会

　第3回幹事会

東京會舘ｼｪﾛｯｼｰﾆ

　第5回幹事会

霞ｹ関東京會舘

第7回幹事会

銀座ﾛｼﾞｴﾄﾞ-ﾙ

第11回幹事会

　パﾚｽﾎﾃﾙ

　第13回幹事会

ﾎﾃﾙﾌﾗﾛｼｵﾝ青山

第16回幹事会

　ｼｬｰｳｯﾄ’

　第20回幹事会

ﾎﾃﾙｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙ
　　　東京ﾍﾞｲ

　第23回幹事会

　東商スカイルーム

＊次回幹事会にて一
紅会存続か否かを決

定する

浪回こ租斎会回 H8/9/25(水) H9/7/16(水)
＊会則承認

H10/7/29(水) H11/7/26（月） HI2/7/28(金) H13/8/24(金) H14/9/13(金) H15/9/19(金)

ｺ．新春講演会
　ﾌーｼﾞ陛ﾀﾞﾄﾞ会合

新春講演会提案
ﾌﾟﾛｼﾞｴｸﾄ有志決定

ﾌﾟロジｪｸﾄﾁｰﾑ発足 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟロジｴｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｴｸﾄ会合

.

ヤ レ ニ 言 ご 　

…

…

…

､ 乍 7 ^ 回 ^ ｀ ^ ^ ^ ﾊ ﾞ ｱ s - ｀ ゛ ゛ ^ ゛ ゛

匹 ＾ 特 記 事 項

2 ､ ｡ % 八 % % % ? 　 ％ ％ 　 % ♂

ド ノ コ

M ゛ り φ ゝ ゝ ゝ ? 〃 ゝ ゝ 八 八 ? ゝ 八 ゝ ゝ

硝 子 こ 一 回 　 ダ

｢一紅会｣発足

H8/3/7

会長

渡辺圭子

副会長

五十嵐節子

会則ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

平成7年東京同窓

会より女性ﾈｯﾄﾜｰｸ

の会設立要請

｢―紅会｣会則
10条施行

年度は、
9/1～8/31

東京同窓会
副会長に

｢一紅会｣会長就任

東京同窓会より

｢―紅会｣への謝辞

｢一紅会｣
役員改選

会長
　五十嵐節子

副会長
　井上若子

＊会則検討

｢一紅会｣会則追記

第5条

･会計1名理事会の

総意で選出

･任期はいずれも2

年間とし再任を妨げ

ない

･会計小松寿恵

｢一紅会｣会長
再任五十嵐節子

･副会長未選出

F一紅会｣副会長代行

が必要になった時は、

学年幹事がこれを行う

･会計改選

新会計宇野由美

子
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年度
平成16年

　2004

平成17年

　2005

平成18年

　2006

平成19年

　2007

平成20年

　2008

平成21年

　2009

平成22年

　2010

平成23年

　2011

当番学年 昭和41年卒 昭和42年卒 昭和43年卒 昭和44年卒 昭和45年卒 昭和46年卒 昭和47年卒 昭和48年卒ｉ

一紅会幹事会

　第24回幹事会

　神宮前区民会館

　H15/11/28(金)

･副会長代行追記
･役員改選選挙新会長

副会長選出
･会長任期中途辞任

第28回幹事会

(株)ジャステック
　　会議室

H16/11/26(金)

　第32回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H17/11/29(火)

･役員選出

･｢春の講演会｣につ

いて

　第35回幹事会

　東京ウィメンズプラザ

　H18/12/19(火)

･｢春の講演会｣につ

いて

　第37回幹事会

東京ｳｨﾒﾝｽﾞﾌﾟﾗｻﾞ

H19/11/26(月)

･役員選出

･｢春の講演会｣につ

いて

　第41回幹事会

東京ｳｨﾒﾝｽﾞﾌﾟﾗｻﾞ

　H20/11/26(水)

・｢春の講演会｣につ

いて

　第44回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H21/11/27(金)

･役員選出
・｢春の講演会｣につ

いて

　第47回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H22/11/26(金)

･｢春の講演会｣につ

いて

･15周年記念事業に

ついて

一紅会新春講演会

第7回新春講演会

　H16/1/31(土)

　　中村和男氏

　ｱﾙｶﾃ'ｨｱ市ｹ谷

第8回新春講演会

　H17/2/5(土)

　渡辺房男氏

　ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

第9回春の講演会

H18/3/21（火･祝日）

　　林義子氏

　ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

　第10回記念
　春の講演会

H19/3/10(土)

　渡辺利夫氏

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ｹ谷

　第11回記念
　春の講演会

　H20/3/8(土)

　田沼靖一氏

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

　　第12回
　春の講演会

　H21/3/7(土)

　守屋正彦氏

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

　　第13回
　春の講演会

H22/3/6(土)

　浅川初美氏

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

　　　第14回
　春の講演会

東日本大震災のた
　　　め中止

反省会

　第25回臨時幹事会
　神宮前区民会館

･新役員就任
･会則改定追記

　　H16/2/6(金)

第29回幹事会

(株)ジャステック
　　会議室

H17/3/10(木)

東京同窓会幹事会

H16/5/11(火)

　東京會舘

飯田一紅会会長
　副会長新任

H17/5/10(火)

　東京會舘

H18/5/9(火)

　東京會舘

飯田一紅会会長
　副会長再任

H19/5/8(火)

　東京會舘

H20/5/8(木)

　東京會舘

飯田―紅会会長
　副会長再任

H21/5/13(水)

　東京會舘

H22/5/12(水)

　東京會舘

飯田一紅会会長
　副会長再任

H23/5/11(水)

　東京會舘

―紅会幹事会

第26回幹事会

神宮前区民会館

H16/6/23(金)

第30回幹事会

(株)ジャステック
　　会議室

H17/6/22(水)

　第33回幹事会

　東京ウィメンズプラザ

　H18/6/27(火)

第9回講演会の反省

第10回講演会の企画

　第36回幹事会

　東京ウィメンズプラザ

　　H19/7/3(火)

第10回講演会の反省

第11回講演会の企画

　第39回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H20/6/27(金)

第11回講演会の反省

第12回講演会の企画

今後の活動方針

　第42回幹事会

　東京ウィメンズプラザ

　H21/6/26(金)

第12回講演会反省

第13回講演会企画

　第45回幹事会

　東京ウィメンズプラザ

　H22/6/29(火)

第13回講演会反省

第14回講演会企画

　第48回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H23/6/22(水)

第14回講演会の実施

について

15周年記念講演会に

ついて

今後に向けての検討

東京同窓会
H16/7/9(金)

　東京會舘

H17/7/8(金)

　東京會舘

H18/7/8(土)

　東京會舘

H19/7/21(土)

　東京會舘

H20/7/26(土)

　東京會舘

H21/7/11(土)

　東京會舘

H22/7/10(土)

　東京會舘

H23/7/9(土)

　東京會舘

―紅会幹事会

第27回幹事会

新宿中村屋本店
　　5Fﾚﾐｻﾞ

　第31回幹事会

　　㈱内田洋行

潮見オフィス会議室

　　第34回幹事会

東京會舘富国ビル店
｢パピヨン｣

･18年度活動報告及び
会計報告
･第10回｢春の講演会｣

について
･43年卒から44年卒へ

当番幹事引継

　　第37回幹事会

東京會舘富国ビル店
｢パピヨン｣

･活動報告及び会計報

告
･｢春の講演会｣につい

て
･当番幹事引継･会計
交代承認／新:三田富

貴子

　　第40回幹事会

ホテル銀座ラフィナート

｢アニエスカフエ｣

･20年度活動報告及び

会計報告

．｢春の講演会｣につい

て

･当番幹事引継ぎ

　　第43回幹事会

ホテル銀座ラフィナート

｢アニエスカフエ｣

･活動報告及び会計報

告

・｢春の講演会｣につい

て

・当番幹事引継

　　第46回幹事会

ホテル銀座ラフィナート

｢アニエスカフエ｣

･活動報告及び会計報

告

．｢春の講演会｣につい

て

･当番幹事引継

　　第49回幹事会

Y-Wineワイワイン山

梨アンテナショップ

゜活動報告及び会計報
告

゜｢春の講演会｣につい
て
・当番幹事引継

引継会 H16/9/24(金) H17/9/22(木) H18/9/27(水) H19/9/26(水) H20/9/26(金) H21/9/29(火) H22/9/29(水) H23/9/30(金)

新春講演会
ｱﾛｼ１ｸﾄ会合

ﾃﾞﾛｼﾞｴｸﾄ会合 ﾃﾞﾛｼﾞｴｸﾄ会合 ﾌﾟロジｴｸﾄ会合 ﾌﾟロジｴｸﾄ会合 ﾌﾟロジｴｸﾄ会合 ﾌ9ﾛｼﾞｴｸﾄ会合 ﾌﾟロジｴｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｴｸﾄ会合

特記事項

･｢一紅会｣会長副会

長改選

新会長
　飯田冨美子

新副会長

　水谷園江を選出

｢一紅会｣会則改訂

追記

･2月の臨時幹事会は
新春講演会の反省会
を兼ねて開催

｢一紅会｣会長、
副会長､会計改選

全員再任

｢一紅会｣
会長､副会長､会計
改選

会長(再任)
　飯田冨美子

新副会長

　竹中みゆき
会計
　三田富貴子

｢一統会｣会則改訂

｢一紅会｣

会長･副会長改選

会長(再任)

　飯田冨美子

副会長(再任)

　竹中みゆき

H23年3月12日第

14回｢春の講演会｣

前日発生の東日本

大震災のため中止。

講師:藤巻秀樹氏

H23年10月10日第
14回｢講演会｣を東

京ウィメンズプラザに

て開催｡講師:藤巻

秀樹氏
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年度 平成24年

　2012

平成25年

　2013

平成26年

　2014

当番学年 昭和49年,卒 昭和50年,卒 昭和51年卒

淑会幹参会

　　第50幹事会

　屯京ウィメンズフラザ

　H23/11/25(奎)

.F春の講演会1につ

いご

･役汽選出

　第53回幹教会

東京ウィメンズプラザ

　H24/11/30(金)

･|春の講演会｣につ

いて

　　第56回幹事会

　東京ウィメンズプラザ

　H25/11/29(金)

・｢存の講演会｣につ

いて

･役員選出

七会新春講演会

　　第15回
　存の講演会

II24/3/10(土)

　井上米氏

y･ﾚｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

　　第16回
　春の講演会

　H25/3/9(土)

　小口弘毅氏

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

　　第17回
　春の講演会

　H26/3/8(土)

　小河原TE己氏

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷

反省.穴

東京同窓会幹事会

H24/5/9(水)

　東京會舘

谷ロ紅会会長
　副会長新任

H25/5/8(水)

　東京會舘

H25/5/8(木)

　東京會舘

谷ロー一紅会会艮
　M｢1会長所任

･社会幹事会

　　第51回幹事会

　心京ウィメンズプラザ

　　H24/6/22(金)

15周年記念講演会の反

省会

第16回講演会の企画

　第54回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H25/6/28(金)

東京同窓会参加促進

支援

第16回講演会の反省

第17回講演会の準備

　　第57回幹事会

　東京ウィメンズプラザ

　　H26/6/27(金)

東京同窓会参加促進支

援

第17回講演会の反省

第18回講演会の準備

東京同窓会
H24/7/14(土)

　東京會舘

H25/7/20(土)

　東京會舘

H26/7/26(土)

　東京會舘

一紅会幹事会

　　第52回幹事会

ホテルフロラシオン青山

゛ポアラ｣

･活動報告及び会計報

告

・存の講演会｣について

・宍番幹事引継

　第55回幹事会

　ﾄﾞﾝﾋﾟｪｰﾙz､－ﾄ

　KITTE丸の内店

'活動報告及び会計報
告

'｢春の講演会｣につい
て

｀当番幹事引継

第58回幹事会

引継会 H24/9/28(金) H25/9/27(金)

新春講演会

ｱﾛｼﾞｴｸﾄ会合
ｱﾛｼﾞｴｸﾄ会合 アロジｴｸﾄ会合 ｱﾛｼﾞｴｸﾄ会合

特記事項

‘-社会｣

会長､副会長､会計

改選

新会長(新任)

谷口百合子

新副会長

峯川文江

新会計

山下恵子

卜一紅会｣会則改訂

｢･紅会｣
会長､副会長､会計
改選

会長(再任)
谷口百合了-

副会長(再任)
峯川文江
会計(再任)
山下恵子
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山梨蘇立甲府中學校　校歌

(作詞：三井甲之・作曲：東京高等音楽學院[榊原直])

　　　　　　　　　　　昭和３年

　　　　　　　　　（１）

我等は日本に生れたり　神の御代より一系の

皇統戴く我國に　生まれしことのうれしさよ

　皇國の柴は天地と　共に窮りなかるべし

(2)

　大和島根に由めぐる

　郷土の歴史顧みよ

見よや南に富士が嶺は

　甲斐の國あり水清き

我等の務め軽からず

　皇國の鏃めと聳えたり

　　　　　　　　　　(３)

　大海原の揺りやまぬ　波をも風をも凌ぎつゝ

　　護れ皇國を諸共に　國民旱りて國のため

僥まず萎縮まず群易がず　進むぞ大和ごゝろなる

－25－
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山梨瓢立甲府第一高等學校　校歌

(作詞：上條馨・作曲：小松清)

　　　　　昭和23年

　　　　　　　　　　（１）

甲斐の國　み中に建ちて　古へゆ　雄心つたへ

新しき　世の鑑とし　勉めてむ　この学びやに

　　　　　　　　　　　(２)

日に新た　また日に新た　いや高き

　　侃なる　理きはめ　動みなむ

　のぞみをもちて

若人われら

　　　　　　　　　　(３)

聳えたつ　芙蓉のたかね　清きかな

もろともに　玉と磨きて　賛くべし

26

甲斐の山川

天地の化育
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E障赤十字社

一一-第TIHOS3225-8号平成26年２月認貴

義援金へのご協力､誠にありがとうございました。

　　　日本赤十字社は義援金を全額100％

　　　　被災地にお届けしています。

甲府中学・甲府一高東京間窓会60 御中

報告書

受領証
- 一 一

第54回甲府中学甲府―高東京同窓会様

　拝啓、時下ますますご梼捧の段、お審ぴ申し上げます。

　日頃より、弊センターの諧癖にご協力を賜り麟にありがとうございます。

　さて、昨年７月、貴会からご寄贈いただきました敏捷衣料品につきまして、

下記のように決定七、楓地へ向けて寄輦散しましたのでご報告申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

￥50,000－

　　　　　　　　　　　　　　　　記

＠ご寄贈いただきました衣料品から（新島ポロシャツ：１ケース）

軟援対象震：フィリピン(※台風災害支援)

　　　　　　　　(ぐNGo》DAalRGを通じて配布.)

冊遜　Ｉ　雅：亭娘18￥Sj11I（水）神yl倉庫出席

“霖゛詣s櫛

ZIZJil一字"－!

ヽ平成2昔年８月30同

以上

Ｗ Ｗ Ｓ ● － ｉ

鷹地の人々に代わりまして厚くお礼申､し上げます。

また、奇襲とも何とぞよろしくご支援のほどお願い申し上げます。

賂鵜ながら書面をもってご報告とさせていただきます。

本受領証（再交付）の発行をもって、郵便局からの払込票兼愛鱗瓢、Anlのご利罵哨細

等の「寄附金控昧を受けるための証明書」は、無効となります｡

　（注）この費鯛証記載の査雛は個人については、所得税法第７Ｓ豪気２項第１号に練憲す

る寄附金、地方税嶽第Ｓ７粂の２第１項第１号及び第３１４条の７第１項弟１毎に規定す

る寄附金（ふるさと寄附釦、法人については、法人税法弟３７条第３項集１号の蝋順こ

基づく寄附金に該肖じます。

認定ＮＰＯ法人　日本救援衣料センタヽr

－28－
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